
―今回申請した経営革新の内容は。 
　当社が独自に開発した自動車用スリッ

プ発生装置を取りつけた「スキッドカー」

の商品化です。装置そのものは平成10

年から研究に着手し、翌年３月には中

小創造法認定を受けて工場内の一角

にスペースを設けて本格的な開発をスター

トさせていました。同年10月には自動車

用スリップ発生装置として特許の取得

を果たしています。今回の申請は、この

技術を商品化するための資金調達方

法のひとつ。すでに現在は６月中の試

乗を目指し、商品化第一号車の整備に

取りかかっているところです。 

 

―革新に取り組むことにした理
由は。 

　実は今回のスキッドカーの開発は、取

引先の自動車学校からの相談を受け

たのをきっかけに構想したものです。スキッ

ドカーとは車両下部に補助輪を取り付け、

タイヤと路面との接地を変えることで凍

結路面や濡れた路面上などで起こるス

キッド（横滑り）状態を作り出せる装置

です。既に海外メーカーが開発したも

のが販売されてはいるのですが、価格

などの問題で多額の投資を必要とする

ため、当時県内で導入している自動車

学校はありませんでした。 

　昨今、若年層ドライバーによる交通事

故が多いのは、運転技術が伴わないま

ま高性能車を乗り回すことも要因のひと

つです。自動車学校で気軽にスキッド

体験ができるようにして交通事故撲滅

につなげたい…まず、そういう思いがあ

りました。しかも、ちょうど私自身も業務拡

大のために何かできないかと考えてい

た時期の相談だったので、早速４人の

スタッフで研究をスタートさせたというわ

けです。また、このアイデアを「すごい技

術だから特許を取った方がいい」との

提案をいただき申請したところ、わずか

１年程度で認可がおりました。類似の案

件がなかったという事もあると思いますが、

開発への大きな弾みになったのは確か

です。 

 

―特許申請から商品化までの道
のりは。 

　装置の機能部分は従来業務のノウ

ハウでカバーできるものでしたが、たとえ

ば図面や部品の製作などに関する設

備や技術は当社にはありませんでした

から装置の製作は手探りで始めました。 

　しかし、使用可能な装置を作るまで

が大変でした。強度計算や重量の問

題をクリアするため、使用した車は数台

に及びましたし、リアに取り付ける装置

の試作だけでも10回以上行いました。

試行錯誤と改良を重ねた結果、機能的

な面では車体を持ち上げる油圧ポンプ

は単胴式ではなく復胴式を採用し、上

下動どちらも同じ動きをできるようにしま

した。強度面においても油圧シリンダー

を左右に設置したり、ボールジョイントを

採用してカーブで車体がねじれても補

助輪が回転してバランスを保てるように

しました。また、タイヤへの抵抗を少なく

するために補助輪の支柱を斜めに取り

付けて衝撃を吸収・分散させる工夫を

しました。 

　実は、リア用スリップ発生装置が完成

した時点で販売を決意したんです。と

ころが展示会で「リアだけではパニック

体験はできない」との指摘を受け、フロ

ントに取り付ける装置の開発を始めまし

た。スキッド再現にフロントは必要ないの

ですが、結果車体全体の動きが変わり、

よりリアルなスリップ体験ができるように

なりました。 

 

―御社商品の特徴と、既存商品
に対する優位性は何ですか。 
　当社のスキッドカーは、車体下部のフ

ロントとリアの内側それぞれに補助輪を

備えたスキッド発生装置を装着していま

す。リモコンでフロント補助輪を下げれ

ばブレーキとハンドルが効かない状態が

体験でき、リヤ補助輪を下げればカーブ

でのスキッドが体験できます。補助輪の

格納時間も１秒以下ですので、万一危

険が迫っても素早く回避できるようになっ

ています。 

　しかし一番の特徴は操作性のよさと

価格。外国製は補助輪が車幅からは

み出しますし、地上高も２センチ程度し

か確保できません。当社商品は装置が

タイヤ内側に収まっていますから、普通

車と同じ感覚で運転できます。このよう

な装置は世界初だと思います。 

　価格的にも外国製品が500万円程

度と割高なのに対し、当社では取り付

け費用を含め350万円を予定しています。

より低コストの投資で利用できるように

するのも、開発のねらいでした。 

 

2走行中いつでもスリップの発生・解除がで
きるので安全を確保しながらの教習が可
能だ。対象は前輪駆動乗用車（ＦＦ車）。 

装置は車両前後の内側それぞれに補助輪
を備えたスキッド発生装置を設置し、助手
席の指導員などが手元のリモコンで操作を
行う。走行中フロント補助輪を下げればタイ
ヤが上がってブレーキとハンドルが効かな
い状態になり、一方カーブでリヤ補助輪を
下げればスキッド（横滑り）が体験できる。 

1フロント補助輪は車体の前の部分に設置され、上下動する。
車種によってはブレーキの変更や車外機器の移設なども
必要になるため、改造には10日間から長くて半年程度かか
る場合もあるという。 

3リア補助輪はタイヤの内側に設置されており、リモコンで角度30度の
範囲内で上下動を操作できるようになっている。補助輪タイヤは摩
擦や強度を考え、フォークリフトなどに使用されるノンパンクタイヤを
採用。 

4車内から油圧ポンプを操作して補助輪を上下動させるリモコン。リア・
フロントそれぞれのスイッチがあり、ハンドル・ブレーキ操作やスキッド
体験など自由に切り替えができる。 
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独自の発想で開発した 
スキッドカーで全国展開を目指す 
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―業界の反応はいかがですか。 
　販売はこの４月からですが、既に各

地の自動車学校から資料送付などの

依頼がきています。特に関西の自動車

学校は、他社との差別化を図るためスキッ

ドカーの導入を検討しているところが多

いのです。ですから当面は関西圏に重

点を絞り販売活動をすすめるつもりです。

現在、各地の自動車学校へ備品や教

材などを納入している東京と大阪の企

業に協力をお願いして、当社製品の販

促活動を考えております。 

　当面の目標は商品の定価販売ですが、

将来的には各県に代理店を設置して

取り付けノウハウを提供する委託販売

スタイルも検討しています。現在全国に

は約１５００の自動車学校がありますし、

安全教習などでの活用という点では運

転免許センターや交通安全協会も販売

ターゲットにもなります。そういう点にお

いて、代理先企業にも充分なメリットが

見込めるのではないでしょうか。 

 
―今後の目標は。 
　まずは商品のグレードアップ。まだま

だ改善の余地がありますから、今後とも

開発は続けていこうと思っています。同

時に販売体制も確立して、初年度の目

標販売台数を達成したいですね。 

　もうひとつ、全国展開という目標達成

のために社内体制の拡充も重要と考え

ています。近々増資をして株式会社に

組織変更するつもりですが、それも経営

強化と企業の信用度をあげるためです。

また地元企業との提携などの新しいプ

ロジェクトも検討中です。 

 
―経営革新を成功させる秘訣は。 
　とにかくやる気があるかないか。国や

県の支援制度は「やる気がある人を全

面的に応援する」という姿勢ですから、

もし制度を利用したいのなら自身の思

いを理解してもらうことが大事です。そ

のためにはファックスやメールではなく、

とにかく足を運んで担当者と直接話し

合う機会を持たなければ。会って、プラ

ンを理解してもらえればサポートや提案

の内容も変わってきます。たったひとつ

の情報があるかないかで事業の成否も

変わってきます。 

　まずは動くこと。そしてチャンスは逃さ

ないことです。 

 

 

 

有限会社　大興自動車 
 
所在地 江刺市愛宕字観音堂沖17-1 
電　話 0197-35-1557 
代表者 宇佐美清 
創　業 昭和49年 
従業員 ９名 
業　種 自動車整備・車輌販売・保険

代理店 

沿　革 
昭和49年 ６月１８日創立 
昭和50年 ７月 指定自動車整備事業の

指定を受ける 
昭和59年 ８月 現在地へ移転 
平成11年 ３月 中小創造法の認定 
平成11年 10月 「自動車用スリップ発生

装置」特許取得 
平成16年 ６月 中小企業経営革新支

援法承認 
平成17年 ４月 スキッドカー販売を開始 

5自動車用スリップ発生装置の開発を手掛けた、同
社の宇佐美良常務。「経営革新申請をした事で、
情報やサポートなどさまざまな支援を受けられるよ
うになりました。研究開発をする上で、これは費用
の調達以上に大きな力になったと思います」 
 
6補助輪を上げ下げする油圧ポンプはトランクに格
納されている。試作初期は単胴式だったが、現在
は改良を重ねて復胴式になった。 

7平成11年の中小創造法認定に基づいて、同年秋
には中小企業創造技術研究開発事業の補助金
を取得して、工場内の一画にスリップ発生装置専
用のスペースとして２柱リフトを設置。販売第一
号車の改造も最終段階だ。 
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　今年日本で行われる最大のイベントといえば、2005年
日本国際博覧会「愛・地球博」。3月25日の開幕以来、
国内外から大勢の入場者を集め、連日賑わいをみせて
いる。約18,000年前マンモスが冷凍・展示されている「マ
ンモスラボ」、楽器演奏ロボットのショーが繰り広げられ
る「トヨタグループ館」など、人気パビリオンの前には常
に人垣の列。それほど博覧会のテーマ「自然の叡智」が、
来場者の心を捉えたということか･･･。今回の『流通・通』
は、そんな万博会場で拾った話題から。 

ウラをかくか、ウラのウラをかくか。 

ウラをかいたつもりが･･･ 

　開幕直後、入場者の入りが心配

された「愛・地球博」。その後の出

足はまずまずとのことで、夏の行楽シー

ズンを迎えるこれからが“勝負どころ”

といえよう。1970年に開催された大

阪万博で、「月の石」をひと目観よう

と数時間並んだ経験を持つ筆者も、

35年ぶりの国際博覧会をのぞいて

みようと、会場に足を運んでみた。訪

れたのは、ゴールデンウイークを過ぎ

た5月中旬。週末の混雑を避けようと、

休日明けの月曜日をねらって会場へ。

超人気パビリオンは無理でも、それ

ほど並ばずにひと回りできるかと思

いきや、名古屋駅のバスターミナル

で出鼻をくじかれてしまった。月曜の、

しかも午前9時を過ぎたばかりだとい

うのに、バス停の前には長蛇の列。3

台のシャトルバスがピストン輸送をし

ているにもかかわらず、乗客の列が

なかなか前に進まない。しびれを切

らした乗客の一人が、バス乗り場の

スタッフに「どうなってんの、月曜日な

のに」と苦言を呈す。スタッフいわく、

「月曜日は意外に混むんですよ。皆

さん、混雑する日曜日を避けて来る

みたいで」とのこと。スタートから筆

者の思惑が外れたかっこうだ。週始

めの月曜日は比較的空いているだ

ろうと、“ウラをかいた”つもりが当て

外れ。こうも“ウラをかく”人が多くて

は、“ウラをかいた”ことにはならない

と、独り言を言ってみても後の祭り。

とはいえ、改めて出直すというわけに

もいかず、とにかく会場まで行ってみ

たのだが･･･。 

 
ウラのウラをかいてみるのも･･･ 

　長久手会場についてまずびっくり。

その広大な面積に驚かされる。次に

実感するのは、バスターミナル（筆者

が着いたのは東ターミナル）からパ

ビリオン群のあるエリアまでの距離

の長さ。さらに、入り口では持ち物チェッ

クと金属探知機がお出迎え。ん～、

さすが国際博覧会。安全対策に万

全を期したい気持ちはわかるが、こ

れから出会うであろう感動に期待を

膨らませていた筆者にとっては、や

や興ざめの感が否めない。入場料

も“ビッグ”である。当日券が大人一

人4,600円。まぁ、これだけの展示施

設を観られるのだから安いものか、と

納得させつつ、メーンストリートを歩

き始めたのだが･･･。やはりここにも、

人、人、人。外国のパビリオンは待ち

時間なしで観られる、と聞いていた

のだが、中国や韓国、アメリカ館など

はいずれも数十分待ちの状態であっ

た。これから「愛・地球博」に行って

みようとしている皆さんに、ひと言。グ

ローバル・ループに沿って各ゾーンを

ひと回りするだけで2時間近くかかり

ます、レストランはどこも行列です･･･。

この際“ウラのウラをかく”つもりで、

スケジュールやパビリオン攻略の戦

略を組み立ててみてはいかが。 

 
パビリオンだけに 
目を奪われず･･･ 

　最後に、万博会場でみつけた地

元の人たちのアイディアをひとつ。パ

ブリック・スペースに設置された水飲

み・手洗いの台に、陶磁器職人たち

の手による様々なタイトルの作品が

使われていたのである。『Re 瀬ッ戸』

と名づけられたこの企画は、瀬戸市

と愛知県陶磁器工業協同組合によ

るもので、いわば職人たちによるコラ

ボレーション。会場を訪れた人たち

へのもてなしであると同時に、環境

やひとにやさしい素材を使った地場

産業の再興をめざした取り組みでも

ある。ついつい華やかなパビリオン

に目が奪われがちだが、会場に点在

する地域の人たちの思いや工夫を

探してみるのも楽しいもの。まちづく

りや地域おこしに役立つ情報は、意

外なところに転がっているものなの

である。 

経営コンサルタント　岩渕公二 
（ジーベック代表取締役） 
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